
県
民
生
活
部
、
産
業
労
働
部
、
農
林
水
産
部
、
県
土
整
備
部
の
五
部
体
制
へ
と
統
合
再
編
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
十
五
年
に
は
、
県
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
支
援
策
な
ど
の
立
案
に
あ
た
る
県
民
文
化
局
を
新
設
し
、

企
画
管
理
部
か
ら
移
さ
れ
た
知
事
室
、
政
策
室
と
あ
わ
せ
て
、
県
民
政
策
部
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
県
民
政
策
部
、

企
画
管
理
部
、
健
康
生
活
部
（
県
民
生
活
部
が
改
組
）、
産
業
労
働
部
、
農
林
水
産
部
、
県
土
整
備
部
の
六
部
体
制
と
な
っ
た
。

第
四
節
　
人
口
変
動
の
中
で
の
平
成
の
大
合
併

一
　
人
口
変
動
へ
の
対
応

県
民
局
の
総

合
事
務
所
化

バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
り
、
経
済
状
況
の
悪
化
が
進
展
す
る
中
、
兵
庫
県
内
に
お
け
る
過
疎
地
域
か
ら
都
市
部

へ
の
人
口
流
出
も
加
速
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
方
分
権
の
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
国
か
ら

地
方
自
治
体
へ
の
権
限
や
財
源
の
移
譲
や
そ
れ
に
対
応
し
た
地
方
自
治
体
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
も
目
指
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
県
内
市
町
及
び
県
で
は
様
々
な
取
組
が
な
さ
れ
た
。

　
県
で
取
り
組
ま
れ
た
の
が
、
県
民
局
の
再
編
で
あ
る
。
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
七
月
に
、「
行
財
政
構
造
改
革
へ
の
取
組

み
方
針
」
が
示
さ
れ
、
基
本
的
な
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十
一
年
八
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
県
の
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
で
報
告
案
が
示
さ
れ
、
県
民
局
が
総
合
調
整
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
本
庁
か
ら
予
算
や
権
限
を
移
譲
す
る

等
の
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
県
の
行
財
政
構
造
改
革
本
部
企
画
部
会
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
案
・
方
針
を
も
と
に
県
組
織
の
見
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直
し
に
関
す
る
検
討
資
料
を
ま
と
め
、
地

域
レ
ベ
ル
で
の
政
策
形
成
力
向
上
の
た
め

に
そ
れ
ま
で
の
六
県
民
局
を
一
〇
県
民
局

と
す
る
等
の
原
案
を
示
し
た
。

　
県
民
局
再
編
を
含
む
行
財
政
構
造
改
革

の
推
進
方
策
案
は
県
議
会
の
行
財
政
構
造

改
革
調
査
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
本

庁
か
ら
県
民
局
へ
の
権
限
移
譲
に
関
し
て

質
疑
が
行
わ
れ
た
。
質
疑
で
は
、
広
域
対

応
が
求
め
ら
れ
る
時
の
県
民
局
間
の
連
絡

体
制
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
県
庁
か
ら
県
民
局
へ
の
予
算
権
限

の
移
譲
に
関
し
て
も
質
問
が
な
さ
れ
た
が
、

県
側
か
ら
は
県
民
局
が
県
庁
各
部
の
割
当

予
算
の
枠
内
で
地
域
の
事
情
に
応
じ
て
権

限
を
行
使
す
る
構
想
が
示
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
県
民
局
設
置
条
例
の
改
正
が

表 15　県民局の再編（平成 13 年 4 月）

再編前 再編後
名称（位置） 名称（位置） 所管区域
─ 神戸県民局＊新設

（神戸市）
神戸市

阪神県民局
（尼崎市）

阪神南県民局
（尼崎市）

尼崎市、西宮市、芦屋市

阪神北県民局
（宝塚市）

伊丹市、宝塚市、川西市、三田市、川辺郡（猪名川町）

東播磨県民局
（加古川市）

東播磨県民局
（加古川市）

明石市、加古川市、高砂市、加古郡（稲美町、播磨町）

北播磨県民局
（社町）

西脇市、三木市、小野市、加西市、美嚢郡（吉川町）、加
東郡（社町、滝野町、東条町）、多可郡（中町、加美町、
八千代町、黒田庄町）

西播磨県民局
（姫路市）

中播磨県民局
（姫路市）

姫路市、飾磨郡（家島町、夢前町）、神崎郡（神崎町、市
川町、福崎町、香寺町、大河内町）

西播磨県民局
（上郡町（播磨科学
公園都市））

相生市、龍野市、赤穂市、揖保郡（新宮町、揖保川町、
御津町、太子町）、赤穂郡（上郡町）、佐用郡（佐用町、上
月町、南光町、三日月町）、宍粟郡（山崎町、安富町、一
宮町、波賀町、千種町）

但馬県民局
（豊岡市）

但馬県民局
（豊岡市）

豊岡市、城崎郡（城崎町、竹野町、香住町、日高町）、出
石郡（出石町、但東町）、美方郡（村岡町、浜坂町、美方町、
温泉町）、養父郡（八鹿町、養父町、大屋町、関宮町）、朝
来郡（生野町、和田山町、山東町、朝来町）

丹波県民局
（柏原町）

丹波県民局
（柏原町）

篠山市、氷上郡（柏原町、氷上町、青垣町、春日町、山南
町、市島町）

淡路県民局
（洲本市）

淡路県民局
（洲本市）

洲本市、津名郡（津名町、淡路町、北淡町、一宮町、五
色町、東浦町）、三原郡（緑町、西淡町、三原町、南淡町）

� （兵庫県資料を参照して作成）
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な
さ
れ
、
平
成
十
三
年
四
月
よ
り
、
一
〇
県
民
局
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
阪
神
県
民
局
は
、
阪
神
南
県

民
局
と
阪
神
北
県
民
局
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
西
播
磨
県
民
局
に
つ
い
て
も
、
管
轄
地

域
を
中
播
磨
と
西
播
磨
の
二
地
域
に
分
け
、
中
播
磨
県
民
局
と
西
播
磨
県
民
局
に
分
割
さ
れ
た
。
同
じ
く
、
東
播
磨
県
民
局
に

つ
い
て
も
、
北
部
地
域
は
新
設
さ
れ
た
北
播
磨
県
民
局
の
管
轄
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
他
に
、
従
来
本
庁
が
管
轄
し
て
い
た
神
戸
市
に
神
戸
県
民
局
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
ど
お
り
の
但
馬
県

民
局
、
丹
波
県
民
局
、
淡
路
県
民
局
と
合
わ
せ
て
一
〇
県
民
局
に
増
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
県
民
局
の
再
編
と
合
わ
せ
て
、

財
務
事
務
所
や
保
健
所
な
ど
の
地
方
機
関
を
全
て
各
県
民
局
に
統
合
す
る
、
県
民
局
の
「
総
合
事
務
所
」
化
も
図
ら
れ
た
。

　
県
議
会
で
は
、
政
令
市
で
あ
る
神
戸
市
に
置
か
れ
る
神
戸
県
民
局
の
存
在
意
義
を
問
う
声
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
貝
原

俊
民
知
事
は
、
地
方
分
権
化
の
流
れ
の
中
で
、
神
戸
地
域
に
お
い
て
も
県
と
市
の
密
接
な
連
携
・
協
力
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
を
強
調
し
、
神
戸
県
民
局
を
現
地
解
決
型
の
総
合
事
務
所
と
し
て
位
置
づ
け
る
考
え
を
示
し
た
。
ま
た
、
井
戸
敏
三
知
事
も

県
政
が
神
戸
市
民
と
直
接
つ
な
が
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。

二
　
平
成
の
大
合
併
と
県
の
果
た
し
た
役
割

県
内
に
お
け
る 

市
町
合
併
の
概
要

こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
地
方
制
度
改
革
の
中
で
も
、
市
町
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
平
成
の
大

合
併
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
内
で
は
、
平
成
十
一
年
四
月
に
篠さ
さ

山や
ま

、
西
紀
、
丹
南
、
今こ

ん
田だ

の
四
町
が
合
併
し

て
篠
山
市
（
現
丹
波
篠
山
市
）
が
誕
生
し
、
平
成
の
大
合
併
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
県
内
各
地
域
で
市
町
合
併
は
行

わ
れ
、
平
成
の
大
合
併
前
の
平
成
十
一
年
三
月
時
点
で
九
一
（
二
一
市
七
〇
町
）
あ
っ
た
市
町
は
、
最
後
の
市
町
合
併
（
姫
路
市
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と
家
島
、
夢ゆ

め

前さ
き

、
香
寺
、
安
富
の
四
町
）
が
行
わ
れ
た
十
八
年
三

月
末
時
点
で
四
一
（
二
九
市
一
二
町
）
と
な
っ
た
。

丹
波
地
域
に
お
け
る

合
併
（
篠
山
、丹
波
）

丹
波
地
域
に
お
い
て
は
、
当
時
の
多
紀

郡
の
四
町
（
篠
山
、
西
紀
、
丹
南
、
今
田
）

の
合
併
が
平
成
十
一
年
四
月
に
成
立
し
、
篠
山
市
が
誕
生
し
た
。

全
国
に
先
駆
け
て
合
併
が
実
現
し
た
こ
と
で
、
他
の
自
治
体
か
ら
市
町
村
合
併
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
多
紀
郡
で
は
、
平
成
八
年
三
月
に
、
四
町
の
町
長
・
町
議
会
議
長
を
構
成
員
と
す

る
多
紀
郡
合
併
研
究
会
が
発
足
し
た
。
研
究
会
で
は
、
最
初
に
、
合
併
に
向
け
て
各

町
間
で
利
害
対
立
が
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
合
意
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
過
去
に
試

み
ら
れ
た
五
回
の
合
併
協
議
が
、
合
併
と
い
う
最
終
的
な
目
標
で
合
意
し
な
が
ら
も
、

個
別
の
利
害
対
立
に
よ
っ
て
挫
折
し
た
経
験
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
平
成
九
年
四
月
に
法
定
合
併
協
議
会
が
発
足
し
、
十
二
月
に
新
自
治
体
の
名
称
を

「
篠
山
町
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
合
併
協
定
書
の
調
印
は
、
翌
年
の
平
成
十

年
四
月
に
行
わ
れ
た
が
、
十
二
月
に
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
て
町
村
合
併
で
市
に
移
行
す
る
た
め
の
人
口
要
件
が
「
五
万
以
上
」
か
ら
「
四

万
以
上
」
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
合
併
後
の
新
自
治
体
は
市
制
移
行
す
る
こ
と
と

写真 �19　篠山市誕生を報
じる新聞（神戸新聞
平 成 10（1998） 年
12 月 12 日）

表 16　合併概要（篠山市、丹波市）

合併後市町名 篠山市 丹波市
合併方式 新設（対等）合併 新設（対等）合併
合併年月日 平成11年 4月1日 平成16年 11月1日
合併関係市町 多紀郡４町（篠山町、

西紀町、丹南町、今田町）
氷上郡 6町（柏原町、
氷上町、青垣町、春日町、
山南町、市島町）

事務所の位置 旧篠山町役場 旧氷上町役場
人口（人） 44,752 72,862
面積（㎢） 377.61 493.28
※篠山市の人口は平成7年国勢調査。丹波市の人口は平成12年国勢調査。
　面積は平成12年国土地理院調
� （『兵庫県における平成の市町合併の効果と課題について』
� を参照して作成）
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な
っ
た
。
新
自
治
体
の
名
称
は
「
篠
山
市
」
と
な
り
、
平
成
十
一
年
四
月
に
発
足
し
た
。

　
氷
上
郡
で
は
、
平
成
十
二
年
十
月
に
、
六
町
（
柏か

い
原ば

ら
、
氷
上
、
青
垣
、
春
日
、
山
南
、
市
島
）
の
住
民
発
議
に
よ
っ
て
、
法
定
の

合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
合
併
協
議
会
の
設
置
は
、
各
町
の
町
議
会
で
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
が
、
市
島
町

で
は
僅
差
の
可
決
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
法
定
協
議
会
で
合
併
に
向
け
た
議
論
が
続
け
ら
れ
、
平
成
十
五
年
三
月
に
、
新
市
の
名
称
を
「
丹
波
市
」
と
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
に
合
併
協
定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
、
翌
十
六
年
十
一
月
に
丹
波
市
が
発
足
し
た
。

但
馬
地
域
に
お
け
る
合
併
（
養
父
、

豊
岡
、
朝
来
、
香
美
、
新
温
泉
）

但
馬
南
部
に
お
い
て
い
ち
早
く
合
併
に
向
け
て
の
動
き
が
見
ら
れ
た
の
が
、
養や

父ぶ

郡
の
四
町

（
八
鹿
、
養
父
、
大
屋
、
関
宮
）
で
あ
っ
た
。
平
成
十
一
年
に
入
っ
て
か
ら
、
各
町
の
町
長
選
挙
、

町
議
会
議
員
選
挙
で
合
併
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
合
併
に
向
け
た
住
民
運
動
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
四
町
は
合
併
研
究
会
を
結
成
し
、
合
併
に
向
け
た
検
討
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
合
併
を
急
ぐ
住

民
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
十
三
年
六
月
末
に
、
養
父
郡
四
町
の
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
の
直
接
請
求
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
八
鹿
、
大
屋
、
関
宮
の
三
町
の
町
議
会
は
、
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
案
を
可
決
し
た
。
だ
が
、
養
父
町
議
会
で
は
、
議

会
審
議
の
直
前
に
、
朝あ
さ
来ご

郡
を
含
む
八
町
に
よ
る
合
併
を
主
張
す
る
住
民
団
体
か
ら
、
養
父
郡
単
独
の
合
併
を
上
回
る
数
の
署

名
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
に
よ
り
、
養
父
町
議
会
で
は
、
養
父
郡
四
町
の
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
案
が
僅
か
一
票
差
で

否
決
さ
れ
、
養
父
郡
四
町
の
枠
組
み
に
よ
る
合
併
案
は
一
旦
白
紙
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
改
め
て
養
父
郡
四
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
が
試
み
ら
れ
、
平
成
十
四
年
七
月
、
四
町
の
法
定
合
併
協

議
会
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
合
併
協
議
で
は
、平
成
十
五
年
五
月
に
新
市
の
名
称
を「
養
父
市
」と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
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た
。
養
父
市
は
、
翌
十
六
年
四
月
に
発
足
し
た
。

　
但
馬
地
域
南
部
の
朝
来
郡
四
町
（
生い

く
野の

、
和
田
山
、
山
東
、
朝
来
）
で
は
、
平
成
十
三
年
十

一
月
よ
り
、
各
町
に
お
い
て
合
併
問
題
に
関
す
る
住
民
懇
談
会
が
始
ま
り
、
合
併
に
向
け
て

の
動
き
が
始
ま
っ
た
。
平
成
十
四
年
に
は
、
山
東
町
、
朝
来
町
で
、
住
民
発
議
に
よ
る
法
定

合
併
協
議
会
の
設
置
が
両
町
長
に
請
求
さ
れ
た
。
生
野
町
で
は
有
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
合
併

に
肯
定
的
な
意
見
が
お
よ
そ
六
割
を
占
め
、
和
田
山
町
で
は
正
式
な
住
民
発
議
で
は
な
い
が
、

区
長
会
に
よ
っ
て
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
を
要
望
す
る
署
名
簿
が
町
長
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
、
同
年
八
月
に
、
四
町
長
が
揃
っ
て
合
併
法
定
協
議
会
設
置
案
を

各
町
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
合
併
法
定
協
議
会
の
設
置
案
は
、
全
て
の
町
議
会

で
可
決
さ
れ
、
九
月
に
生
野
町
・
和
田
山
町
・
山
東
町
・
朝
来
町
合
併
協
議
会
が
発
足
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
十
五
年
十
一
月
に
、
新
市
の
名
称
を
「
朝
来
市
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
十
七
年
四
月
に
朝
来
市
が
発
足
し
た
。

　
但
馬
地
域
の
北
部
で
の
合
併
に
向
け
た
動
き
は
、
平
成
十
二
年
六
月
に
、
美み

方か
た
郡
の
四
町

（
村
岡
、
浜
坂
、
美
方
、
温
泉
）
が
共
同
で
城
崎
郡
香
住
町
に
五
町
に
よ
る
合
併
を
打
診
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
香
住
町
は
こ
の

申
し
出
が
時
期
尚
早
で
あ
る
と
し
て
断
っ
た
も
の
の
、
合
併
に
向
け
た
検
討
を
本
格
化
さ
せ
た
。

　
同
年
の
十
一
月
に
は
、
香
住
町
が
豊
岡
市
、
城
崎
郡
の
四
町
（
城
崎
、
竹
野
、
香
住
、
日
高
）、
出い

ず
し石

郡
の
二
町
（
出
石
、
但
東
）、

美
方
郡
の
四
町
（
村
岡
、
浜
坂
、
美
方
、
温
泉
）
の
、
一
市
一
〇
町
の
合
併
案
を
発
表
し
た
。
香
住
町
は
各
市
町
に
任
意
の
合
併

表 17　合併概要（養父市、朝来市）

合併後市町名 養父市 朝来市
合併方式 新設（対等）合併 新設（対等）合併
合併年月日 平成16年 4月1日 平成17年 4月1日
合併関係市町 養父郡４町（八鹿町、養

父町、大屋町、関宮町）
朝来郡４町（生野町、和
田山町、山東町、朝来町）

事務所の位置 旧八鹿町役場 旧和田山町役場
人口（人） 30,110 36,069
面積（㎢） 422.78 402.98
※人口は平成12年国勢調査。面積は平成12年国土地理院調
�（『兵庫県における平成の市町合併の効果と課題について』を参照して作成）
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勉
強
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
が
、
回
答
保
留
の
自
治
体
が
多
く
、
一
市
一
〇
町
の

合
併
に
向
け
た
機
運
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
美
方
郡
四
町
は
独
自
の
合
併
案
を

検
討
す
る
合
併
研
究
会
を
同
年
十
二
月
に
発
足
さ
せ
た
。

　
但
馬
地
域
北
部
で
最
も
人
口
の
多
い
豊
岡
市
で
は
、
平
成
十
三
年
六
月
に
行
わ
れ
た

市
長
選
挙
で
、
合
併
に
慎
重
な
新
人
候
補
が
初
当
選
し
た
。
ま
た
、
豊
岡
市
議
会
も
香

住
町
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
一
市
一
〇
町
の
合
併
案
を
検
討
対
象
か
ら
外
す
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
十
四
年
十
月
に
は
、
香
住
町
、
村
岡
町
、
浜
坂
町
、
美
方
町
、

温
泉
町
の
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
だ
が
、
合
併
協
議
で
、
新
市
役
所
の
場

所
を
め
ぐ
っ
て
香
住
町
と
浜
坂
町
が
対
立
し
た
こ
と
で
、
平
成
十
五
年
八
月
に
五
町
の

法
定
合
併
協
議
会
は
解
散
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
に
浜
坂
町
・
温
泉
町
の
二
町
、
村
岡
町
、
美
方
町
、
香
住
町

の
三
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、
新
た
な
枠
組
み
で
合
併
に

向
け
た
取
組
が
始
ま
っ
た
。
浜
坂
町・温
泉
町
の
合
併
協
議
で
は
、新
町
の
名
称
を
「
温

泉
町
」
と
し
、
役
場
を
浜
坂
町
に
置
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、「
温
泉
町
」
の

名
称
に
反
対
の
声
が
強
か
っ
た
浜
坂
町
で
合
併
議
案
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、
平
成
十
七
年
三
月
に
新
町
名
を
「
新
温
泉
町
」
に

変
更
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
十
月
に
新
温
泉
町
が
発
足
し
た
。

　
村
岡
、
美
方
、
香
住
の
三
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議
会
で
は
、
新
町
名
を
「
香
美
町
」
と
す
る
こ
と
と
し
、
新
庁
舎
を
香
住

表 18　合併概要（新温泉町、香美町、豊岡市）

合併後市町名 新温泉町 香美町 豊岡市
合併方式 新設（対等）合併 新設（対等）合併 新設（対等）合併
合併年月日 平成17年 10月1日 平成17年 4月1日 平成17年 4月1日

合併関係市町

美方郡 2町（浜坂
町、温泉町）

城崎郡 1町（香住
町）・美方郡 2町（村
岡町、美方町）

豊岡市・城崎郡3
町（城崎町、竹野町、
日高町）・出石郡2
町（出石町、但東町）

事務所の位置 旧浜坂町役場 旧香住町役場 旧豊岡市役所
人口（人） 18,601 23,271 92,752
面積（㎢） 241.00 369.02 697.66
※人口は平成12年国勢調査。面積は平成12年国土地理院調
� （『兵庫県における平成の市町合併の効果と課題について』を参照して作成）
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町
に
置
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
七
年
四
月
に
香
美
町
が
発
足
し
た
。

　
豊
岡
市
は
、
平
成
十
五
年
一
月
に
、
城
崎
郡
の
三
町
（
城
崎
、
竹
野
、
日
高
）、
出
石
郡
の
二
町
（
出
石
、
但
東
）
と
法
定
合
併

協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
。
合
併
協
議
の
結
果
、
新
設
合
併
方
式
に
よ
る
合
併
を
行
う
こ
と
と
、
新
市
の
名
称
を
「
豊
岡
市
」
と

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
平
成
十
七
年
四
月
に
新
「
豊
岡
市
」
が
発
足
し
た
。

淡
路
地
域
に
お
け
る
合
併

（
南
あ
わ
じ
、淡
路
、洲
本
）

淡
路
地
域
に
お
い
て
、
合
併
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
が
最
初
に
見
ら
れ
た
の
は
、
淡
路
地
域
の

南
西
部
に
位
置
す
る
三
原
郡
の
四
町
（
緑
、
西
淡
、
三
原
、
南
淡
）
で
あ
っ
た
。
緑
町
が
ゴ
ミ
処
理

等
の
広
域
行
政
で
洲
本
市
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
原
郡
四
町
の
合
併
枠
組
み
に
、
洲
本
市
も
含
め
た
合
併
へ

と
方
針
が
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
二
年
三
月
に
は
、
郡
町
長
会
が
洲
本
市
長
に
一
市
四
町
の
合
併
協
議
会

設
置
を
申
し
入
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
洲
本
市
は
、
合
併
協
議
に
は
応
じ
る
が
、
淡
路
一
市
を
目
指
す
立
場
か
ら
「
津
名
郡
自
治
体
か
ら
合
併
協
議
会

へ
の
参
加
要
請
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
る
」
と
の
要
望
を
付
し
た
回
答
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
平
成
十
三
年
二
月
、
三

原
郡
側
は
洲
本
市
に
対
し
て
合
併
協
議
の
白
紙
撤
回
を
伝
え
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
四
年
四
月
に
三
原
郡
四
町
の
法
定
合
併
協

議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
洲
本
市
と
の
関
係
が
深
い
緑
町
で
は
、
洲
本
市
と
の
合
併
を
望
む
声
も
根
強
く
、
そ
の
後
の
町
長
選
で
洲
本
市
と

の
合
併
に
意
欲
的
な
候
補
が
当
選
し
た
こ
と
も
あ
り
、
洲
本
市
も
含
ん
だ
形
で
の
合
併
案
が
再
浮
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、十
一
月
に
、合
併
の
是
非
及
び
合
併
相
手
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、「
三
原
郡
四
町
で
の
合
併
」
が
僅
差
な
が
ら
「
洲

本
市
・
津
名
郡
三
町
と
の
合
併
」
を
上
回
っ
た
こ
と
で
、
三
原
郡
四
町
の
法
定
合
併
協
議
会
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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平
成
十
五
年
六
月
に
は
新
市
の
名
称
を
「
南
あ
わ
じ
市
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
十
七
年
一
月
に
南
あ
わ
じ
市
が
発
足
し
た
。

　
「
淡
路
一
市
」
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、周
辺
自
治
体
に
様
々
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
洲
本
市
は
、平
成
十
三
年
一
月
に
、

津
名
郡
六
町
（
津
名
、
淡
路
、
北
淡
、
一
宮
、
五ご

色し
き

、
東
浦
）
に
、「
淡
路
一
市
」
を
念
頭
に
合
併
協
議
を
申
し
入
れ
た
。
津
名
郡

六
町
は
既
に
発
足
さ
せ
て
い
た
津
名
郡
合
併
研
究
会
に
洲
本
市
を
加
え
て
津
名
郡
・

洲
本
市
合
併
研
究
会
へ
改
組
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
だ
が
、
洲
本
市
は
平
成
十
三
年
十
月
末
に
、
淡
路
一
市
を
目
指
す
立
場
で
あ
る
こ

と
や
、
合
併
に
向
け
た
協
議
内
容
へ
の
不
満
を
理
由
に
、
津
名
郡
・
洲
本
市
合
併
研

究
会
か
ら
の
離
脱
を
発
表
し
た
。
洲
本
市
に
続
い
て
、
津
名
町
、
五
色
町
も
合
併
研

究
会
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
た
こ
と
で
、
津
名
郡
・
洲
本
市
合
併
研
究
会
は
十
二
月

に
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
合
併
協
議
か
ら
離
脱
し
た
洲
本
市
・
津
名
町
・
五
色
町
の
三
首
長
が
共
同
で
「
中

淡
中
核
合
併
」
構
想
を
正
式
に
発
表
し
、
一
宮
町
、
北
淡
町
も
構
想
へ
の
参
加
を
表

明
し
た
。
翌
平
成
十
四
年
二
月
に
、
三
市
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議
会
が
発
足
し
、

同
年
四
月
に
は
一
宮
町
が
同
法
定
合
併
協
議
会
に
加
入
し
た
こ
と
で
、
津
名
郡
六
町

の
う
ち
淡
路
町
・
東
浦
町
を
除
く
四
町
が
「
中
淡
中
核
合
併
」
構
想
に
前
向
き
と
い

う
形
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
に
な
る
と
法
定
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
を
検
討
し

て
い
た
北
淡
町
が
、
参
加
の
申
入
れ
を
撤
回
し
、
津
名
郡
六
町
で
の
合
併
へ
と
方
針

表 19　合併概要（南あわじ市、淡路市、洲本市）

合併後市町名 南あわじ市 淡路市 洲本市
合併方式 新設（対等）合併 新設（対等）合併 新設（対等）合併
合併年月日 平成17年 1月11日 平成17年 4月1日 平成18年 2月11日

合併関係市町

三原郡４町（緑町、
西淡町、三原町、
南淡町）

津名郡５町（津名
町、淡路町、北淡
町、一宮町、東浦
町）

洲本市・津名郡１町
（五色町）

事務所の位置 旧三原郡生活文化
会館

津名町生穂新島8
番地

旧洲本市役所

人口（人） 54,979 51,884 52,248
面積（㎢） 229.14 184.05 182.45
※人口は平成12年国勢調査。面積は平成12年国土地理院調
� （『兵庫県における平成の市町合併の効果と課題について』を参照して作成）
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を
転
換
し
た
。
そ
し
て
、
十
一
月
に
は
淡
路
、
北
淡
、
東
浦
の
三
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
洲
本
市
・
津
名
町
・
五
色
町
・
一
宮
町
の
法
定
合
併
協
議
会
は
、
十
一
月
に
五
色
町
長
が
町
の
水
道
管
敷
設

工
事
の
入
札
予
定
価
格
を
業
者
に
漏
ら
し
た
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
で
、
休
止
が
決
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
前
述
の
と
お
り
、

三
原
郡
緑
町
の
住
民
投
票
の
結
果
、「
三
原
郡
四
町
で
の
合
併
」
が
「
洲
本
市
・
津
名
郡
三
町
と
の
合
併
」
を
僅
差
で
上
回
っ

た
こ
と
で
、「
淡
路
一
市
」
構
想
は
事
実
上
、
挫
折
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
津
名
町
、
一
宮
町
で
は
、
津
名
郡

で
の
合
併
を
求
め
る
住
民
の
声
も
受
け
て
、
津
名
郡
六
町
で
の
合
併
へ
と
方
針
を
転
換
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
翌
平
成
十
五
年
二
月
に
津
名
、
淡
路
、
北
淡
、
一
宮
、
東
浦
の
五
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議
会
が
発
足
し
た
。
十
一
月
に
は

新
市
名
を
「
淡
路
市
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
平
成
十
七
年
四
月
に
淡
路
市
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
淡
路
一
市
」
構
想
の
挫
折
を
受
け
て
、洲
本
市
は
五
色
町
と
の
合
併
を
目
指
し
た
。
五
色
町
で
も
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

約
八
割
の
住
民
が
洲
本
市
と
の
合
併
を
望
ん
だ
こ
と
か
ら
、
平
成
十
五
年
二
月
に
、
洲
本
市
と
五
色
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議

会
が
設
置
さ
れ
た
。
合
併
協
議
で
は
、
新
市
の
名
称
を
「
洲
本
市
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
平
成
十
八
年
二
月
に
新
「
洲
本

市
」
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

播
磨
地
域
に
お
け
る
合
併
（
宍
粟
、
西
脇
、
た

つ
の
、
佐
用
、
三
木
、
多
可
、
神
河
、
加
東
、
姫
路
）

播
磨
地
域
に
お
い
て
最
初
に
合
併
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
た
の
は
、
西
脇
市
と

多
可
郡
の
四
町
（
中
、
加
美
、
八
千
代
、
黒
田
庄
）
で
あ
る
。
平
成
十
三
年
十
一
月
末

ま
で
に
五
市
町
に
対
し
て
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
の
直
接
請
求
が
行
わ
れ
た
。
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
案
は
各
市
町
議
会

で
審
議
さ
れ
た
が
、
五
市
町
の
首
長
が
合
併
に
慎
重
な
立
場
を
と
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

　
平
成
十
四
年
六
月
に
、
五
市
町
で
の
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
を
求
め
る
住
民
発
議
が
再
度
行
わ
れ
た
が
、
法
定
合
併
協
議
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会
の
設
置
案
は
、
西
脇
市
議
会
、
中
町
議
会
、
黒
田
庄
町
議
会
で
可
決
さ
れ
た
一
方
で
、
加

美
町
議
会
、
八
千
代
町
議
会
で
否
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
西
脇
市
と
多
可
郡
の
四
町
の
合
併

や
、
こ
れ
に
加
東
郡
三
町
（
社や

し
ろ、

滝
野
、
東
条
）
も
加
え
た
広
域
合
併
に
向
け
た
取
組
が
続
け

ら
れ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
最
終
的
に
、
平
成
十
五
年
十
一
月
に
西
脇
市
と
、
西
脇
市
と
の
地
域
的
な
つ
な
が
り
が
密

接
な
黒
田
庄
町
に
よ
っ
て
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
合
併
協
議
で

は
、両
市
町
を
廃
止
し
た
新
設
合
併
方
式
に
よ
る
合
併
と
す
る
こ
と
、新
市
名
は
「
西
脇
市
」

と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
七
年
十
月
に
新
「
西
脇
市
」
が
発
足
し
た
。

　
西
脇
市
と
の
合
併
を
見
送
っ
た
多
可
郡
三
町
（
中
、
加
美
、
八
千
代
）
は
、
平
成
十
五
年
九

月
に
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
た
。
平
成
十
六
年
に
は
、
西
脇
市
と
の
合
併
を
望
む
八
千

代
町
の
住
民
団
体
に
よ
っ
て
、
三
町
の
枠
組
み
に
よ
る
合
併
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例

制
定
を
求
め
る
請
求
が
な
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
の
結
果
、
三
町
の

枠
組
み
で
の
合
併
へ
の
賛
成
が
過
半
数
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
合
併
協
議
に
よ
っ
て
新
町
の

名
称
を
「
多
可
町
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
平
成
十
七
年
十
一
月
に
多
可
町
が
発
足
し
た
。

　
同
じ
く
西
脇
市
と
の
合
併
を
見
送
っ
た
加
東
郡
三
町
（
社
、
滝
野
、
東
条
）
は
、
平
成
十
五
年
四
月
に
法
定
合
併
協
議
会
を
設

置
し
た
。
合
併
協
議
で
は
、
新
市
の
名
称
を
「
加
東
市
」
と
す
る
こ
と
、
新
設
合
併
方
式
に
よ
る
合
併
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
平
成
十
八
年
三
月
に
加
東
市
が
発
足
し
た
。

表 20　合併概要（西脇市、多可町、加東市）

合併後市町名 西脇市 多可町 加東市
合併方式 新設（対等）合併 新設（対等）合併 新設（対等）合併
合併年月日 平成17年 10月1日 平成17年 11月1日 平成18年 3月20日

合併関係市町 西脇市・多可郡 1
町（黒田庄町）

多可郡 3町（中町、
加美町、八千代町）

加東郡3町（社町、
滝野町、東条町）

事務所の位置 旧西脇市役所 旧中町役場 旧社町役場
人口（人） 45,718 25,331 40,688
面積（㎢） 132.47 185.15 157.49
※人口は平成12年国勢調査。面積は平成12年国土地理院調
� （『兵庫県における平成の市町合併の効果と課題について』を参照して作成）

第三編　阪神・淡路大震災と創造的復興

86



　
播
磨
地
域
に
お
い
て
、
当
初
か
ら
一
貫
し
て
市
町
合
併
に
積
極
姿
勢
を
見
せ
た
の
が
、
姫
路
市
で
あ
る
。
平
成
十
四
年
十
月
、

姫
路
市
か
ら
隣
接
四
市
（
加
古
川
、
龍
野
、
高た

か
砂さ

ご
、
加
西
）
八
町
（
家
島
、
夢
前
、
福
崎
、
香
寺
、
新
宮
、
御み

津つ

、
太
子
、
安
富
）
に
向

け
て
任
意
の
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
応
じ
た
の
は
家
島
、
夢
前
、
香
寺
の
三
町

の
み
で
あ
っ
た
。
平
成
十
五
年
七
月
に
、
姫
路
市
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
安
富
町
が
、
四
市
町
の
合
併
協
議
会
に
加
わ
り
、

五
市
町
で
の
合
併
に
向
け
て
動
く
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
十
六
年
四
月
に
姫
路
市
、
香
寺
町
、
安
富
町
が
参
加
す
る
姫
路
地
域

法
定
合
併
協
議
会
が
、
同
年
七
月
に
姫
路
市
・
家
島
町
法
定
合
併
協
議
会
、
姫
路
市
・
夢
前
町
法
定
合
併
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ

設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
八
年
三
月
に
、
新
「
姫
路
市
」
が
発
足
し
た
。

　
播
磨
地
域
の
西
部
に
あ
た
る
佐
用
郡
の
四
町
（
佐
用
、
上こ

う
月づ

き
、
南
光
、
三
日
月
）
で
は
、
平
成
十
四
年
一
月
に
、「
四
町
議
員
有

志
合
併
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
、
合
併
に
向
け
た
議
論
が
始
ま
っ
た
。
平
成
十
五
年
六
月
に
は
、
四
町
か
ら
な
る
法
定
合
併
協

議
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
の
十
一
月
と
十
二
月
に
、
南
光
町
と
三
日
月
町
で
そ
れ
ぞ
れ
合
併
の
是
非
に
つ
い
て
住

民
投
票
が
行
わ
れ
た
。
南
光
町
で
は
合
併
に
賛
成
が
過
半
数
と
な
っ
た
が
、
三
日
月
町
で
は
合
併
に
反
対
が
賛
成
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
、
三
日
月
町
は
合
併
協
議
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
と
な
り
、
四
町
の
法
定
合
併
協
議

会
も
翌
平
成
十
六
年
一
月
に
廃
止
さ
れ
た
。

　
佐
用
郡
四
町
で
の
合
併
は
一
旦
白
紙
に
戻
っ
た
が
、
三
日
月
町
を
除
く
三
町
で
の
合
併
に
向
け
て
の
取
組
は
続
け
ら
れ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
に
は
、
南
光
町
で
佐
用
町
・
上
月
町
と
の
合
併
の
是
非
を
問
う
二
度
目
の
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
賛
成
が
反

対
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
佐
用
町
・
上
月
町
の
法
定
合
併
協
議
会
に
、

南
光
町
も
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
三
町
に
よ
る
合
併
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第一章　地元主体の震災復興と地方分権改革

87



　
ま
た
、
同
年
九
月
に
な
る
と
、
三
日
月
町
に
お
い
て
も
合
併
の
是
非
及
び
合
併

相
手
の
自
治
体
を
問
う
住
民
投
票
が
再
度
行
わ
れ
た
。
投
票
の
結
果
、
佐
用
郡
四

町
で
の
合
併
が
多
数
を
占
め
、
三
日
月
町
も
三
町
の
法
定
協
議
会
に
加
わ
る
こ
と

と
な
り
、
佐
用
郡
四
町
で
の
合
併
の
枠
組
み
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年

十
月
に
は
新
町
の
名
称
を
「
佐
用
町
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
翌
平
成
十
七

年
十
月
か
ら
新
「
佐
用
町
」
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
宍し

粟そ
う

郡
の
五
町
（
山
崎
、
安
富
、
一
宮
、
波
賀
、
千ち

種く
さ

）
で
は
、
平
成
十
四
年
四

月
に
郡
合
併
研
究
会
が
設
立
さ
れ
、
翌
十
五
年
三
月
に
任
意
の
合
併
協
議
会
へ
と

移
行
し
た
。
だ
が
、
同
年
七
月
に
、
安
富
町
が
、
姫
路
地
域
と
の
合
併
を
目
指
す

方
針
を
決
め
て
合
併
協
議
か
ら
離
脱
し
た
。
そ
の
後
、
他
の
四
町
は
法
定
協
議
会

の
設
置
案
を
各
町
議
会
で
可
決
し
、
法
定
協
議
会
が
発
足
し
た
。
合
併
協
議
で
は
、

新
市
名
を
「
宍
粟
市
」
と
し
、
新
庁
舎
を
山
崎
町
に
置
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
平
成
十
七
年
四
月
に
宍
粟
市
が
発
足
し
た
。

　
三
木
市
と
美み

嚢の
う

郡
吉よ

川か
わ

町
は
、
平
成
十
六
年
四
月
に
法
定
協
議
会
を
設
置
し
、

そ
の
後
の
合
併
協
議
で
合
併
方
式
は
吉
川
町
の
三
木
市
へ
の
編
入
合
併
と
す
る
こ
と
、
新
市
の
名
称
を
三
木
市
と
す
る
こ
と
等

が
決
ま
っ
た
。
翌
平
成
十
七
年
十
月
に
新
「
三
木
市
」
が
発
足
し
た
。

　
神
崎
郡
で
は
、
平
成
十
五
年
八
月
に
、
神
崎
町
が
大お
お
か
わ
ち

河
内
町
へ
合
併
協
議
を
申
し
入
れ
、
翌
十
六
年
二
月
に
両
町
の
法
定
合

表 21　合併概要（姫路市、佐用町、宍粟市）

合併後市町名 姫路市 佐用町 宍粟市
合併方式 編入合併 新設（対等）合併 新設（対等）合併
合併年月日 平成18年 3月27日 平成17年 10月1日 平成17年 4月1日

合併関係市町

姫路市・飾磨郡 2
町（家島町、夢前
町）・神崎郡 1町（香
寺町）、宍粟郡 1町
（安富町）

佐用郡４町（佐用
町、上月町、南光
町、三日月町）

宍粟郡 4町（山崎町、
一宮町、波賀町、
千種町）

事務所の位置 姫路市役所 旧佐用町役場 旧宍粟郡広域セン
ター

人口（人） 534,969 22,337 45,460 
面積（㎢） 533.99 307.51 658.60 
※人口は平成12年国勢調査。面積は平成12年国土地理院調
� （『兵庫県における平成の市町合併の効果と課題について』を参照して作成）
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に
た
つ
の
市
が
発
足
し
た
。

今
後
の
市
町
経
営
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
指
針
の
策
定

市
町
村
合
併
に
向
け
た
取
組
を
全
国
的
に
後
押
し
す
る
た
め
に
、
自
治
省
（
現
総
務
省
）
は
、
平

成
十
一
年
八
月
六
日
付
け
で
各
都
道
府
県
に
対
し
て
、「
市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
つ
い
て
の
指

併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
十
月
に
、
市
川
町
が
神
崎
町
、
大
河
内
町
に
対
し
て
三

町
に
よ
る
合
併
協
議
を
申
し
入
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
翌
平
成
十
七
年
二
月
に
、
市
川
町

と
大
河
内
町
で
そ
れ
ぞ
れ
合
併
の
是
非
や
合
併
相
手
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
た
。
投

票
の
結
果
、市
川
町
で
は
「
神
崎
町・市
川
町
と
の
合
併
」
が
、「
合
併
し
な
い
」
を
上
回
っ

た
が
、
大
河
内
町
で
は
「
神
崎
町
と
の
合
併
」
が
過
半
数
を
占
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

川
町
の
合
併
協
議
へ
の
参
加
は
見
送
ら
れ
、
神
崎
町
と
大
河
内
町
の
枠
組
み
で
の
合
併
協

議
が
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
合
併
協
議
で
、
新
町
名
を
「
神
河
町
」
と
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
平
成
十
七
年
十
一
月
に
神
河
町
が
発
足
し
た
。

　
平
成
十
五
年
四
月
に
な
る
と
、
龍
野
市
と
揖
保
郡
の
三
町
（
新
宮
、
揖
保
川
、
御
津
）
が

法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
同
年
七
月
に
は
太
子
町
が
同
協
議
会
に
加
入
し
た
。
し
か

し
、
太
子
町
と
他
の
市
町
と
の
間
の
合
併
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
明
確
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
太
子
町
は
八
月
に
合
併
協
議
会
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
一
市
三
町
の
枠
組
み
に
よ
る
合
併
協
議
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
十
七
年

一
月
に
新
市
の
名
称
を
「
た
つ
の
市
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
月

表 22　合併概要（三木市、神河町、たつの市）

合併後市町名 三木市 神河町 たつの市
合併方式 編入合併 新設（対等）合併 新設（対等）合併
合併年月日 平成17年10月24日平成17年 11月7日 平成17年 10月1日

合併関係市町
三木市・美嚢郡 1
町（吉川町）

神崎郡 2町（神崎
町、大河内町）

龍野市・揖保郡3
町（新宮町、揖保
川町、御津町）

事務所の位置 三木市役所 旧大河内町役場 旧龍野市役所
人口（人） 86,117 13,500 83,207
面積（㎢） 176.58 202.27 210.93
※人口は平成12年国勢調査。面積は平成12年国土地理院調
� （『兵庫県における平成の市町合併の効果と課題について』を参照して作成）
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針
」
を
示
し
た
。
指
針
で
は
、「
市
町
村
の
合
併
推
進
に
つ
い
て
の
要
綱
」
を
都
道
府
県
が
作
成
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
合

併
の
組
合
せ
の
パ
タ
ー
ン
を
示
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
県
は
、
平
成
十
三
年
一
月
十
九
日
に
合
併
推
進
要
綱
に
当
た
る
「
今
後
の
市
町
経
営
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
指
針
」
を
ま
と
め
た
が
、
市
町
合
併
で
は
な
く
、
広
域
連
携
の
組
合
せ
と
い
う
形
で
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
示
す
に
と
ど
め

た
。
こ
れ
は
、
県
が
市
町
合
併
に
つ
い
て
、「
市
町
や
住
民
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
自
主
的
、
主
体
的
な
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
を
基
本
と
考
え
、
地
域
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
、
そ
の
取
組
段
階
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
」（『
兵
庫
県
に
お
け
る
平
成
の
市

町
合
併
の
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
』）
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
合
併
推
進
要
綱
で
示
さ
れ
た
広
域
連
携
の
パ
タ
ー

ン
に
つ
い
て
も
あ
く
ま
で
検
討
材
料
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
県
民
局
単
位
で
市
町
と
議
論
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
た
。
貝
原
俊
民
知
事
も
、
市
町
村
で
で
き
な
い
こ
と
は
県
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
的
な
自
治
体
が
行
う
べ
き
だ

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
経
済
効
率
性
の
た
め
に
市
町
合
併
を
行
う
と
い
う
発
想
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。

市
町
合
併
に
お

け
る
県
の
役
割

市
町
合
併
に
対
す
る
県
の
基
本
姿
勢
は
、
合
併
の
判
断
は
市
町
が
自
立
的
に
行
う
も
の
と
し
た
上
で
、
合
併

を
検
討
す
る
市
町
に
対
し
て
は
合
併
の
是
非
を
判
断
す
る
た
め
の
検
討
材
料
の
提
供
を
含
む
様
々
な
支
援

を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、市
町
の
方
で
合
併
に
意
欲
的
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、県
に
よ
る
様
々
な
支
援・

後
押
し
が
な
さ
れ
た
。
検
討
指
針
の
発
表
後
に
、
県
民
局
単
位
で
市
町
職
員
や
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
平

成
十
三
年
七
月
に
は
合
併
を
検
討
す
る
市
町
の
た
め
に
検
討
支
援
会
議
を
設
け
た
。
同
年
十
月
に
は
、
検
討
支
援
会
議
を
拡
充

し
た
「
市
町
経
営
の
あ
り
方
検
討
支
援
本
部
」
を
設
置
し
、
情
報
提
供
や
助
言
等
を
通
じ
て
地
域
で
の
市
町
合
併
に
向
け
て
の

取
組
や
議
論
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
五
年
十
月
ま
で
に
、
一
三
地
区
が
合
併
重
点
支
援
地
域
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に
指
定
さ
れ
、
県
に
よ
る
重
点
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
各
市
町
で
合
併
協
議
が
本
格
化
す
る
中
で
、
県
は
自
主
的
な
合
併
に
向
け
て
取
り
組
む
市
町
に
対
し
、
合
併
協
議

会
事
務
局
へ
の
県
職
員
の
派
遣
、
市
町
建
設
計
画
の
策
定
に
関
す
る
調
整
、
そ
の
他
各
種
の
情
報
提
供
、
課
題
提
起
、
助
言
等

を
行
っ
た
。
平
成
十
四
年
十
二
月
に
は
、
県
に
よ
っ
て
「
旧
市
町
の
自
立
的
運
営
の
保
障
シ
ス
テ
ム
」
が
発
表
さ
れ
た
。
同
シ

ス
テ
ム
は
、
合
併
後
の
自
治
体
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
、
住
民
の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
旧
市
町
に
一
定
の
行
政
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
自
治
体
事
務
所
と
、
地
域
の
課
題
や
施
策
に
つ
い
て
話
し

合
う
住
民
組
織
を
設
置
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
他
に
も
県
は
、
平
成
十
四
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
全
国
に
先
駆
け
て
合
併
を
行
っ
た
篠
山
市
の
合
併
の
効
果
・
影
響

に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
た
ほ
か
、
十
八
年
に
は
、「
地
域
の
個
性
や
住
民
意
思
を
反
映
さ
せ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
等

の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
合
併
後
の
市
町
の
運
営
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　
県
は
ま
た
、
県
内
市
町
に
お
け
る
市
町
合
併
の
効
果
を
総
合
的
に
検
証
す
る
た
め
に
、「
市
町
合
併
の
効
果
・
課
題
に
関
す

る
研
究
会
」（
座
長：前ま

え
田だ

高た
か

志し

関
西
学
院
大
学
教
授
）
を
設
置
し
た
。
平
成
二
十
二
年
二
月
に
公
表
さ
れ
た
研
究
会
の
報
告
書
で
は
、

合
併
後
の
自
治
体
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
つ
い
て
、
更
な
る
効
率
化
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
こ
と
や
、
合
併
に
よ
っ
て
税
財
政

等
の
専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
が
増
え
て
専
門
性
が
向
上
し
た
こ
と
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

三
　
震
災
後
の
市
町
財
政

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
兵
庫
県
財
政
の
み
な
ら
ず
、
県
内
市
町
財
政
に
も
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。
震
災
の
被
害
が
甚
大
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で
あ
っ
た
市
町
で
は
、
被
災
者
の
救
助
活
動
や
復
旧
・
復
興
事
業
等
の
多
額
の
財

政
支
出
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
財
政
収
入
の
面
で
は
、
税
収
の
大
幅
な
減
少

が
起
き
た
。
こ
れ
は
、
震
災
で
自
宅
が
全
半
壊
し
た
住
民
を
中
心
に
他
の
自
治
体

へ
の
転
居
が
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
被
災
を
理
由
と
し
た
住
民
税
等
の
減
免

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
伴
う
財
政
支
出
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
金
や
地

方
債
の
元
利
償
還
金
に
対
す
る
交
付
税
措
置
と
い
っ
た
形
で
国
か
ら
の
支
援
が
行

わ
れ
た
。
被
災
市
町
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
国
庫
補
助
率
や
交
付
税
措
置
率
の
引

上
げ
と
い
っ
た
優
遇
措
置
も
取
ら
れ
た
が
、
復
旧
・
復
興
に
膨
大
な
費
用
を
要
し

た
こ
と
か
ら
、
被
災
市
町
の
財
政
負
担
も
重
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
復
旧
・
復
興
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
被
災
市
町
は
地
方
債
を
発
行
す
る
こ
と
で
賄
っ
た
。
そ
の
た
め
、
被
災
後
も
長
期

に
わ
た
っ
て
地
方
債
の
元
利
償
還
が
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
地
方
自
治
体
の
財
政
指
標
の
一
つ
に
、
財
政
の
硬
直
度
を
示
す
経

常
収
支
比
率
が
あ
る
。
人
件
費
や
公
債
費
と
い
っ
た
経
常
経
費
に
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税
等
の
経
常
的
な
収
入
が
ど
の
程
度

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
が
硬
直
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
図
11
は
、
県
内
の
被

災
市
町
と
そ
の
他
の
市
町
、
県
内
市
町
全
体
、
全
国
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
常
収
支
比
率
の
平
均
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
図
か
ら
、
震
災
が
起
き
た
直
後
に
あ
た
る
平
成
七
年
度
の
被
災
市
町
の
経
常
収
支
比
率
が
一
〇
〇
％
を
超
え
て
い
る
こ

と
や
、
そ
の
後
も
お
よ
そ
一
〇
年
間
高
い
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
震
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
災
市
町
の
財
政
負
担
は
極
め
て
重
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
市
町
財
政
の
悪

化
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
震
災
と
同
時
期
に
始
ま
っ
た
日
本
経
済
の
低
迷
で
あ
っ
た
。
各
被
災
市
町
は
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
新
規
施
策
に
つ
い
て
は
絞
り
込
み
や
重
点
化
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
　
自
治
振
興
助
成
事
業
の
見
直
し

　
自
治
振
興
助
成
事
業
は
、
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、
年

度
毎
の
見
直
し
を
経
な
が
ら
対
象
事
業
の
拡
充
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
主
要
財

源
で
あ
る
競
馬
収
益
金
の
減
収
や
、
国
に
よ
る
市
町
単
独
事
業
へ
の
財
政
支
援
措
置
の

充
実
と
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
八
年
度
よ
り
対
象
事
業
の
整
理
・
重
点
化
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
助
成
額
も
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
助
成
額
は
、
ピ
ー

ク
時
の
平
成
五
年
度
に
は
補
助
金
・
貸
付
金
合
わ
せ
て
約
一
一
二
億
円
に
上
っ
て
い
た

が
、
平
成
十
二
年
度
に
は
四
四
億
円
に
ま
で
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
段
階
的
に
削
減

が
続
き
、
平
成
十
七
年
度
の
助
成
額
は
約
二
〇
億
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
年
度
に
終

了
し
た
「
生
活
排
水
九
九
％
大
作
戦
」
を
受
け
、「
生
活
排
水
九
九
％
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
作
戦
」（
平
成
十
七
～
二
十
一
年
度
）
と
し
て
、
生
活
排
水
処
理
率
が
八
〇
％
未
満
の

市
町
に
対
し
て
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
費
を
引
き
続
き
助
成
し
た
。
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